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津堅方言の動詞の記述
―動詞の形態とテンス・アスペクト―
又　吉　里　美
１．はじめに
　津堅島は沖縄本島中南部東海岸に位置するが、ｐ音を保持していることや方向格と存在
に関わる場所格の形式を別に持つなど、言語的には沖縄本島北部方言の特徴を有している。
また、動詞の形態においても、少なからず、沖縄本島北部方言の特徴を持っていることが
指摘できる。たとえば、津堅方言において、条件形jumiba（読めば）、継続形juruN（読ん
でいる）という形態があり、津堅方言と同じく沖縄本島中南部にありながら沖縄本島北部
方言の特徴を持つ久高方言＊1や沖縄本島北部方言の今帰仁方言に近い形態を持つ。しかし、
久高方言や今帰仁方言に見られる終止形の形態、mumiN（飲む）'jubiN（呼ぶ）のような
形態は確認できていない。終止形は首里方言と同じ-uNの形態をとり、numuN（飲む）、
jubuN（呼ぶ）となる。すなわち、津堅方言の動詞活用においては、沖縄中南部方言の特
徴と沖縄北部方言の特徴とを併せ持っていると考えられる。さて、本稿では、津堅方言の
動詞について、動詞の形態およびテンス・アスペクトについて記述する。動詞の形態につ
いては、活用のタイプ、直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令、推量形、連体形、
連用形、条件形に分けて整理して示す。続いて、アスペクト形式の完成相、継続相につい
て動詞の性質と関わらせながら記述していく。
２．津堅方言の動詞の活用タイプ
　活用のタイプは大きく規則変化と不規則変化に分けられ、さらに規則変化は強変化動詞
と混合変化動詞に分けられる。強変化動詞は語幹末が子音終わりの動詞で、基本語幹、連
用語幹、音便語幹を持ち、連用語幹を含む動詞基本形は-uNである。音便語幹には促音便
語幹はなく、脱落音便に統一される。強変化動詞はタイプＡとＢに分けられる。タイプＡ
では、基本語幹と連用語幹は同形である。なお、語幹末の音韻が同じでも、音便語幹を含
む形態には複数の形態が表れるが、規則性を持つものと例外的なものとが混じる。たとえ
ば、語幹末にｍ音を有するものとして、「飲む（num-）」「見る（m-）」が挙げられる。それ
＊1　外間守善（1985）では、次のように今帰仁方言、久高方言、首里方言の形態が示されている。
　　 今帰仁方言：条件形jumiba 継続形judun　／　久高方言：条件形jumiba　継続形juru:n
　　 首里方言　：条件形jume: 継続形judo:n
　 　 その他、否定形、意志形、命令形、連用形、接続形、過去形が示されているが、３つの方言において、
これらは音声上のヴァリアントの関係にあり、形態としては同一のものと見なすことができる。
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ぞれ、音便語幹を含む形態はnu-ri、N-ciである。このうち、ｍ音末尾は-ri語尾になるのが
規則的に見られる（kam-u-N／ka-ri〈食べる／食べて〉、jum-u-N／ju-ri〈読む／読んで〉
など）。語幹末ｋ音でも音便語幹のバリエーションが確認できる。強変化タイプＢは、基
本語幹、連用語幹、音便語幹の３つにおいて異なる形態である。
　一方、混合変化動詞は、基本語幹は強変化動詞と同じ子音終わりの語幹であるが（すべ
てｒ語幹末である）、連用語幹は母音終わりの語幹である。音便語幹は脱落音便と音便な
しのパターンがある。混合変化動詞は基本形の語尾の形で３形態に分類されよう。タイプ
Ａは-N語尾、タイプＢは-iN語尾である。
＊2
津堅方言の動詞語幹と活用のタイプ
基本語幹
（勧誘形）
連用語幹
（基本形）
音便語幹
（第２中止形）
規則変化動詞 飛ぶ tub-a tub-uN tu-ri
強変化動詞タイプＡ 飲む num-a num-uN nu-ri
食べる kam-a kam-uN ka-ri
落とす utuh-a utuh-uN utu-ci
見る m-a m-uN N-ci
くびる kuNk-a kuNk-uN kuN-ci
漕ぐ kug-a kug-uN ku-zi
行く ik-a ik-uN N-zi＊2
書く kak-a kak-uN ka-si
強変化動詞タイプＢ かぶる kaNr-a kaNz-uN kaN-ti
洗う arah-a（ara-a） ara-uN ara-ti
持つ mut-a mus-uN mu-si
（muts-uN） （mu-ci）
混合変化動詞タイプＡ 切る kir-a ki-N ki-ti
蹴る kir-a ki-N ki-ti
やる kir-a ki-N ki-ti
酔う jir-a ji-N ji-ti
＊2　 勧誘形、基本形は「行く」に対応する形式で、第２中止形N-ziは「往ぬ」形式の「往にて」に対応
するので、第２中止形の形式のみ不規則になっている。
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基本語幹
（勧誘形）
連用語幹
（基本形）
音便語幹
（第２中止形）
混合変化動詞タイプＡ 起きる ukir-a uki-N uki-ti
落ちる utir-a uti-N uti-ti
降りる urir-a uri-N uri-ti
捨てる itir-a iti-N iti-ti
閉める simir-a simi-N simi-ti
混合変化動詞タイプＢ 買う koor-a koo-iN koo-ti
掘る pur-a pu-iN pu-ti
売る ur-a u-iN u-ti
不規則変化 来る kuu suN kisi
する haa huN hii
３．動詞の形態
３．１　文末終止形―直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・命令―
　直説法非過去形にはいわゆる終止形の形態と、ru結びによる連体形（ADN）の形態とが
見いだされる。ただし、ru結びによる連体形は必須ではなく、ruが文中にあっても、連体
形にはならないこともある。
　過去形には第一過去と第二過去とが見いだされる。第二過去がいわゆるウチナーヤマト
グチの「～しよった」に対応して、直接に体験・知覚したことや目撃性の意味を付加させ
るのに対して、第一過去は過去一般に対して用いられ、目撃性は中立的である。第一過去
形の語構成、第二過去形の語構成は以下のとおりである。すなわち、第一過去形は過去接
辞のみで構成されるが、第二過去形は非過去接辞-過去接辞の連続によって構成されている
とみなせる。
　　第一過去形 強変化動詞　：音便語幹-Xa-N （音便語幹-PST-IND）
 　　　　　　　（Ｘは基本語幹の末尾音によって異なる）
　　 混合変化動詞：音便語幹-ta-N （音便語幹-PST-IND）
　　第二過去形 強変化動詞　：基本語幹-u-ta-N （基本語幹-NPST-PST-IND）
　　 混合変化動詞：基本語幹-i-ta-N （基本語幹-NPST-PST-IND）
　さらに、意志・勧誘の形態は、「基本語幹-a」で構成され、命令形は「基本語幹-i」で構
成される。命令形では=beをつけた形もよく使用され、=beが付属しない形よりはやや柔ら
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かい感じをもたらす。以下、表１～表４において、具体的にその形態を示す。また、それ
ぞれの形態について、例文とともに示す。
表１　強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の文末終止形
非過去 第１過去 第２過去
断定 tub-u-N
飛ぶ-NPST-IND
tu-ra-N
飛ぶ-PST-IND
tub-u-ta-N
飛ぶ-NPST-PST-IND
否定 tub-aN
飛ぶ-NEG
tub-aN-ta-N
飛ぶ-NEG-PST-IND
意志・勧誘 tub-a 飛ぶ-INT
命令 tub-i 飛ぶ-IMP
表２　混合変化動詞「ukiN（起きる）」の文末終止形
非過去 第１過去 第２過去
断定 uki-i-N
起きる-NPST-IND
uki-ta-N
起きる-PST-IND
uki-i-ta-N
起きる-NPST-PST-IND
否定 ukir-aN
起きる-NEG
ukir-aN-ta-N
起きる-NEG-PST-IND
意志・勧誘 ukir-a 起きる-INT
命令 ukir-i 起きる-IMP
表３　不規則変化動詞「suN（来る）」の文末終止形
非過去 第１過去 第２過去
断定 su-N
来る.NPST-IND
ki-sa-N
来る-PST-IND
kis-u-ta-N
来る-NPST-PST-IND
否定 kuN
来る.NEG
kuN-ta-N
来る.NEG-PST-IND
意志・勧誘 kuu 来る.INT
命令 kuu 来る.IMP
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表４　不規則変化動詞「huN（する）」の文末終止形
非過去 第１過去 第２過去
断定 hu-N
する-IND
sa-N
する.PST-IND
su-ta-N
する.NPST-PST-IND
否定 haN
する.NEG
haN-ta-N
する.NEG-PST-IND
意志・勧誘 haa する.INT
命令 hii する.IMP
非過去形
⑴ wattaa=φ niinii-taa=ga=ru kam-u-N.
 私たち=GEN 兄さん-PL=NOM=FOC 食べる-NPST-IND
 私たちの兄さんたち（自分の息子を指す）が食べる。
⑵ sima=nu kutu　ari=ga=ru buru waka-i-ru.
 島=GEN こと　あれ=NOM=FOC 全部 分かる-NPST-ADN
 島のこと、あれ（自分の親を指す）が全部分かる。
第一過去形
⑶ waN=ja kinuu uma=kara tu-ra-N.
 私＝TOP 昨日 ここ=ABL 飛ぶ-PST-IND
 私は昨日、ここから飛んだ。
第二過去形
⑷ kinuu tuigwaa=ga tub-u-ta-N.
 昨日 小鳥=NOM 飛ぶ-NPST-PST-IND
 昨日、小鳥が飛びよった。
⑸ kkee jagati iibi=φ ki-i-ta-N.
 あら やがて 指=ACC 切る-NPST-PST-IND
 あら、やがて指を切りよった（＝指を切るところだった）。
意志・勧誘
⑹ maNna ik-a=ja.
 一緒に 行く-INT=SFP
 一緒に行こう。
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命令形
⑺ miici=Nka wakir-i.
 みっつ=DAT 分ける-IMP
 三つに分けろ。
⑻ miici=Nka wakir-i=be.
 みっつ=DAT 分ける-IMP=SFP
 三つに分けろよ。
３．２　推量形
　推量形は-N（IND）を-ru=haziまたは-ra=hazi（いずれもグロスは-ADN=SUPP）に変え
ることによって作られる。-ru=hazi、-ra=haziの形態のいずれを使用するかは地域によっ
て異なる傾向があるように思われる。
　　（北）　 伊江島方言：juɲurup'azi 「読むと思う」〈蓋然性の強い推量〉
　　　　　　　　　　 　（p'は喉頭化無気音）
　　（中南）首里方言　：kanuru hazi 「食べるだろう」
　　（北）　 今帰仁方言：numira-p‘azi 「飲むだろう」
　　　　　　　　　　 　（p‘は非喉頭化破裂音。p’喉頭化破裂音との対立あり）
　　（中南）奥武方言　：satʃura　ha i 「咲くだろう」
　沖縄本島北部、中南部のいずれでも-ru=hazi、-ra=haziは使用されるようで、北部方言
か中南部方言かによる違いについてはその他の方言の実態とあわせて検討する必要がある
かもしれない。
　さて、津堅方言では、-ru=hazi、-ra=haziのいずれも使用され、形態の違いが文の意味に
影響するということはないように見える。 実際に、「切るだろう」 が、kiiruhaziro、
kiirahaziroのように両形態で提示されることも少なくない。 ただし、 傾向としてが、
-ru=haziが続く形態が多く見られる。-ra=haziの接続も少なくないが、 津堅方言では
-ru=haziの形態が優勢である。また、形容詞においては、-ru=haziで安定的に出現するこ
となどから、-ra=haziは他方言の影響ということがあるかもしれない。
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表５　強変化動詞「jumuN（読む）」の文末終止形―断定・推量―
非過去 第１過去 第２過去
断定 jum-u-N
読む-NPST-IND
ju-ra-N
読む-PST-IND
jum-u-ta-N
読む-NPST-PST-IND
断定否定 jum-aN
読む-NEG
jum-aN-ta-N
読む-NEG-PST-IND
推量 jum-u-ru=hazi
読む-NPST-ADN=SUPP
（jum-u-ra=hazi）
ju-ra-ru=hazi
読む-PST-ADN-SUPP
（ju-ra-ra=hazi）
jum-u-ta-ru=hazi
読む-NPST-PST-ADN-SUPP
（jum-uta-ra=hazi）
推量否定 jum-aN=hazi
読む-NEG=SUPP
jum-aN-ta-ru=hazi
読む-NEG-PST-AND=SUPP
（jum-aN-ta-ra=hazi）
⑼ deNki=ja kee-tu-ru=hazi=ro.
 電気=TOP 消える-PROG-ADN=SUPP=SFP
 電気は消えているだろうよ。
⑽ ami=φ pu-ta-ru=hazi.
 窓=NOM 降る-PST-ADN＝SUPP
 雨が降っただろう。
⑾ miimaN-tu-ra=hazi=ro.
 見守る-PROG-ADN=SUPP=SFP
 見守っているだろうよ。
３．３　連体形
　強変化動詞の連体形は語尾の-N（IND）を-ru（ADN）に変化させることでその形を作る。
tub-u-N（飛ぶ-NPST-IND）は、tub-u-ru（飛ぶ-NPST-ADN）となる。混合変化動詞ki-N（切
る-IND）は、ki-i-ru（切る-NPST-ADN）と長音化したものとなる＊3。また、否定形の非過
去については、否定形の直説法の非過去と同形のものがそのまま体言へつながっていく。
＊3　 ukiN（起きる）はukiruで、長音化しない。音節数によって区別があると考えられるが、長音化する
ものとしないものとの区別は未調査である。
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表６　強変化動詞「tubuN（飛ぶ）」の連体形
非過去 第１過去 第２過去
断定 tub-u-ru
飛ぶ-NPST-ADN
tu-ra-ru
飛ぶ-PST-ADN
tub-u-ta-ru
飛ぶ-NPST-PST-ADN
否定 tub-aN
飛ぶ-NEG
tub-aN-ta-ru
飛ぶ-NEG-PST-ADN
表７　混合変化動詞「kiN（切る）」の連体形
非過去 第１過去 第２過去
断定 ki-i-ru
切る-NPST-ADN
ki-ta-ru
切る-PST-ADN
ki-i-ta-ru
切る-NPST-PST-ADN
否定 kir-aN
切る-NEG
kir-aN-ta-ru
切る-NEG-PST-ADN
⑿ zippuN=gurai ziteNsja=kara ik-u-ru uma=Nka 
 10分=くらい 自転車=ABL 行く-NPST-ADN ここ=LOC
 pama=nu a-N=cui=gate.
 浜=NOM ある-IND=QUOT=SFP
 10分くらい自転車で行くそこに浜があるというがね。
⒀ uree seekjoo=kara koo-ta-ru muN=ro.
 これ.TOP 生協=ABL 買う-PST-ADN もの=SFP
 これは、生協から買った物よ。
⒁ ari=ga sir-aN cuu=ce ur-aN.
 彼女=NOM 知る-NEG.ADN 人=QUOT.TOP いる-NEG
 彼女が知らない人というのはいない。
３．４　連用形
　連用形には以下の５つの形態があるが、第２中止形は継起や列挙などの複数の用法をも
ち、先行形、同時形、並列形、目的形は特定の用法に特化している。第１中止形は単独で
用いられることはあまり見られず、多くはjumipazimiiN（読み始める）、juminoohuN（読
み直す）などの複合語の要素やjumijumihuN（読みに読む、読み合う）のように動作の反
復を表す表現で表れる。第２中止形はいわゆるテ形に相当するもので、並列や継起の用法
として用いられる。また、ある行為をそそのかすときのjudiNree「読んでみろ」などの構
成要素として用いられる。先行形は、第２中止形に-karaを接続させた形で、継起用法に特
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化している。同時形は第１中止形に-gisanaaを接続させた形で、付帯状況を表す。
表８　強変化動詞「jumuN（読む）」の連用形
第１中止形 （jum-i）
第２中止形 ju-ri
先行形 ju-ri-kara
同時形 jum-i-gisana
並列形 jum-u-i
第１中止形
⒂ nama hoN=φ jumipazim-i-tu-ta-N.
 今 本=ACC 読み始める-NPST-PROG-PST-IND
 今、本を読み始めていた。
第２中止形
⒃ sima=uti umari-ti sima=Nka=ru u-N=ro.
 島=LOC 生まれる-SEQ 島=DAT=FOC いる-IND=SFP
 島で生まれて、島に居るよ。（継起用法）
⒄ ik-i-ni=jo suku-ti reetoo-si mu-si-ik-u-N=cuN.
 行く-SEQ-DAT=SFP 作る-SEQ 冷凍-する.SEQ 持つ-SEQ-行く-NPST-IND=QUOT
 行くときに作って、冷凍して、持っていくって。（継起用法）
⒅ waN=ja ʔjuu=φ koo-ti rusi=ja sisi=φ koo-ta-N.
 私=TOP 魚=ACC 買う-SEQ 友達=TOP 肉=ACC 買う-PST-IND
 私は魚を買って、友達は肉を買った。（列挙用法）
先行形
⒆ saa=φ nu-ri-kara=ru sigutu=φ pazim-i-ru.
 お茶=ACC 飲む-SEQ-CSL=FOC 仕事=ACC 始める-NPST-ADN
 お茶を飲んでから仕事を始める。
⒇ uri juu=φ na-ti-kara=ru Xsjee sikeehat-tu-N=ro.
 この 世=DAT なる-SEQ-CSL=FOC Ｘ姓.TOP つけられる-PROG-IND=SFP
 戦後なってからＸ姓はつけられているよ。
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同時形
 wanuN kam-i-gisanaa uma=Nzi nihjakueN=si
 私も 食べる-SEQ-SIM ここ=LOC 二百円=INS
 mata u-i-ru-ru-Nka iNzjaN=ro.
 また 売る-NPST-PROG-ADN-APPR 言う.PROG=SFP
 私もまた（自分でも米を）食べながら、ここで二百円でまた売っているなど言っているよ。
 hoN=φ jum-i-gisanaa terebi=ja mu-u-na.
 本=ACC 読む-SEQ-SIM テレビ=TOP 見る-NPST-PROH
 本を読みながらテレビは見るな。
並列形
 aree honuN jum-u-i manga=N jum-u-N.
 彼.TOP 本.ADD 読む-NPST-REC 漫画=ADD 読む-NPST-IND
 彼は本も読むし漫画も読む。
３．５　条件形・譲歩形・目的形
　津堅方言では条件形１と条件形２＊4の形態の２つがある。条件形１は、当該形態を含む
従属節において、現実には存在していない事態、いわゆる仮定的条件が示されるが、主節
における事態は未実現であったり（仮説条件文）、実現していたりする（疑似条件文）。そ
のほか、従属節の仮定条件に対して、主節で評価的態度を表すこともある。条件形２は、
因果関係にもとづく関係性を表現する。ただし、因果関係か仮定的条件かが曖昧な場合、
条件形１でも条件形２でも表現しうる。たとえば、「薬を飲めば（飲んだら）治るよ」は
因果関係とも仮定的条件ともとれる。その場合、kusui numine（条件２）／numiba（条件
１） nooiNro、の両形態をとれる＊5。
　譲歩形も譲歩形１と譲歩形２の形態がある。両形態ともに、従属節における譲歩形で表
された行為や事態に対して、主節では期待される結果とならないことが表される。
　目的形は-gaを接続させた形で、移動の目的を表す。「移動」の目的なので、後に続く動
詞としては、ikuN（行く）、suN（来る）、ukuiN（送る）などの移動動詞が接続する。
＊4　 中南部方言である首里方言や大山方言の場合、条件形に-aa/-wa形式（jumaa首里／jumawa大山）、
-ne(e)形式（jumine(e)）、-ee形式（jumee）の３形式が見られる。しかし、津堅方言では、-ba形（jumiba）
と-ne形（jumine）の２形式である。
＊5　 条件形の使用実態や意味機能の差についてはより詳細に記述する必要があり、今後の調査課題であ
る。譲歩形についても同様である。
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表９　強変化動詞「jumuN（読む）」の条件形・譲歩形・目的形
条件形１ jum-iba
条件形２ jum-ine
譲歩形１ ju-ri-N
譲歩形２ jum-u-iga
目的形 jum-i-ga
条件１（ jum-iba 形 ）
 ʔjaa=ga jaa=Nka uur-iba wanu suu=wa=ja.
 あなた=NOM 家=DAT いる-COND 私.TOP 来る.INT=SFP=SFP
 あなたが家にいるなら、私は来るよ。（仮説条件文）
 asa kuuba niNziN=nu a-N=tee=ci
 明日 来る.COND ニンジン=NOM ある-IND=SFP=QUOT
 i-i=ja  huu-ta-N=ro.
 言う-NPST=TOP する-PST-IND=SFP
 明日来たら、ニンジンがあるよと言いよったよ。（疑似条件文）
 koohii=φ mu-ci-kuuba simu-ta-ru-munu=ja aNca.
 コーヒー=ACC 持つ-SEQ-来る.COND すむ-PST-ADN-SFP=SFP それなら
 コーヒーを持ってきたらよかったのにね、それなら。（評価的態度）
条件２（ jum-ine 形 ）
 iN uri=ru jam-ine mata pisa=Nka nas-i=muN=cu.
 うん これ=FOC 痛む-COND また 膝=LOC なする-NPST=SFP=QUOT
 うん、これ（薬を）、痛んだら、膝になすりつける（塗る）って。
 kusui=φ num-ine noo-i=ja.
 薬=ACC 飲む-COND 治る-NPST=SFP
 薬を飲めば治るよ。
譲歩形１（ ju-ri-N 形 ）
 tumee-ti-N tumer-ar-aN.
 探す-SEQ-ADVRS 探す-PASS-NEG
 探しても探せない。
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譲歩形２（ jum-u-iga 形 ）
 kusui=φ num-u-iga siburujamee masi nar-aN.
 薬=ACC 飲む-NPST-ADVRS 頭痛.TOP まし なる-NEG
 薬を飲むが、頭痛はよくならない。
目的形
 ʔakkenaa mikeejukee na uma=φ paka-i-ga su-i=ja.
 あら 三回四回 DSC ここ=ALL はかる-NPPT-PURP 来る-NPST=SFP
 あら、三回四回もここ計りに来るよ。
４．アスペクト
　ここでは、完成相と継続相の形態について記述する。まず、津堅方言のアスペクトとし
て以下のようにまとめられる。
表10　強変化動詞「numuN（飲む）」のアスペクト
非過去 第１過去 第２過去
完成相 num-u-N
飲む-NPST-IND
nu-ra-N
飲む-PST-IND
num-u-ta-N
飲む-NPST-PST-ADN
継続相 nu-ru-N
飲む-PROG-IND
num-iNzja-N
飲む-PROG-IND
nu-ru-ta-N
飲む-PROG-PST-IND
４．１　完成相
４．１．１　完成相非過去
　完成相非過去の代表形は文末終止の断定形で、具体的には、語幹-u-N（語幹-NPST-
IND）、語幹-i-N（語幹-NPST-IND）である。完成相では動作や行為をひとまとまりのもの
として捉え、さらに主体動作動詞、主体変化動詞では発話時より後の出来事や動作行為を、
状態動詞、存在動詞では発話時の状態を表す。ただし、時間に関する表現がある場合には、
発話時より後の状態を表すこともある。
　また、時間の概念に関わらない、習慣や恒常的な行動や様子や、一般的な因果関係や真
理を表す場合にも完成相非過去形が用いられる。
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①主体動作動詞
 asaa akaruNki=kara ami=φ pu-i-N=tsuN.
 明日.TOP 朝=ABL 雨=NOM 降る-NPST-IND=QUOT
 （天気予報を聞いて）明日は朝から雨が降るって。（発話時より後の出来事）
 suutaa=ja meenasi rukuzi=ni uk-i-N.
 お父さん=TOP 毎日 ６時=DAT 起きる-NPST-IND
 お父さんは毎日６時に起きる。（習慣）
 niNgwasi=ja juu ami=φ pu-i-N.
 二月=TOP よく 雨=NOM 降る-NPST-IND
 二月はよく雨が降る。（恒常的な様子）
 nuru=φ kaak-ine mizi=φ num-u-N.
 喉=NOM かわく-COND 水=ACC 飲む-NPST-IND
 喉が渇いたら水を飲む。（一般的因果関係）
②主体変化動詞
 uma taroo=ga ji-i-N=ro.
 ここ 太郎=NOM 座る-NPST-IND-SFP
 ここ、太郎が座るよ。（発話時より後の動作）
 asaa zuuzi=ni ak-u-N.
 明日.TOP 10時=DAT 開く-NPST-IND
 明日は10時に開く。（発話時より後の出来事）
 ［note: いつも９時に開くが、明日は10時に開く。］
 meenasi umi=si ik-u-N.
 毎日 海=ALL 行く-NPST-IND
 毎日海へ行く。（習慣）
 cu=ja Nna sin-u-N.
 人=TOP 皆 死ぬ-NPST-IND
 人は皆死ぬ。（一般的真理）
③主体動作客体変化動詞
 nama=kara=ru suika=φ ki-i-ru.
 今=ABL=FOC スイカ=ACC 切る-NPST-ADN
 これからスイカを切る。（発話時より後の動作）
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 taroo=ja meenasi pasiru=φ aki-N.
 太郎=TOP 毎日 戸=ACC 開ける.NPST-IND
 太郎は毎日戸を開ける。（習慣）
④状態動詞／存在動詞
 iN jaaNka u-N=ro.
 うん 家=LOC いる-IND=SFP
 うん家にいるよ。（発話時の状態）
　［note: 玄関先で「お母さんは家にいるか？」と聞かれて。］
 uma=Nka gazjami=ga u-N.
 ここ=LOC 蚊=NOM いる-IND
 ここに蚊がいる。（発話時の状態）
 ane uma=Nka gumi=ga a-N=ro.
 ほら そこ=LOC ゴミ=NOM ある-IND=SFP
 ほら、そこにゴミがあるよ。（発話時の状態）
 suutaa=ja asa jaa=Nka u-N=ro.
 お父さんは 明日 家=LOC いる-IND=SFP
 お父さんは明日家にいるよ。（発話時より後の状態）
４．１．２　完成相過去
　完成相過去形には第１過去と第２過去とがある。第１過去形、第２過去形の語構成は、
表10のとおりである。
＊6
表11　第１過去、第２過去の形態と構造
第１過去 第２過去
強変化動詞 音便語幹（中止形）-Xa-N＊6
語幹-PST-IND
基本語幹（子音終わり）-u-ta-N
語幹-NPST-PST-IND
混合変化動詞 音便語幹（中止形）-ta-N
語幹-PST-IND
基本語幹（母音終わり）-i-ta-N
語幹-NPST-PST-IND
　第１過去では、基本的な機能として、発話時より前の出来事を表すが、第２過去と違って、
直接に体験・知覚したことや目撃性の意味は必ずしも含まれない。第１過去では完成性を
＊6　Ｘには基本語幹の末尾音によってr、c、zjなどが入る。以下、表中のＸについて同様。
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表す他に、過去の反復・習慣などを表す。
　また、第２過去では、知覚したこと、すなわち、目撃性を伴った発話時より前のできご
との他に、直接に体験したことの思い出しによる文について用いられる。ただし、直接に
体験したことを述べるときは、子どもの頃のことなどのある程度の時間的隔たりがある場
合のことを述べるときに使用され、近い過去の体験を述べる場合には第１過去の形態が優
先される。そのほか、ある条件が欠け、反実仮想・非実現となった出来事を述べる。さらに、
第２過去は特に目撃性に関わることから、取り得る主語に制約がかかる場合がある。の
文の場合、一人称は用いられず、、のように二人称、三人称が主語に立つ。
 kinuu jakuba=si ik-u-ta-N.
 昨日 役場=ALL 行く-NPST-PST-IND
 昨日役場に行きよった。
 jaame kinuu jakuba=si ik-u-ta-N=ja.
 あなた.TOP 昨日 役場=ALL 行く-NPST-PST-IND=SFP
 あなたは、昨日、役場に行きよったよね。
 taroo=ja kinuu jakuba=si ik-u-ta-N=ro.
 太郎=TOP 昨日 役場=ALL 行く-NPST-PST-IND=SFP
 太郎は、昨日、役場に行きよったよ。
第１過去
①主体動作動詞
 kinuu isiku=tu asi-ra-N.
 昨日 いとこ=COM 遊ぶ-PST-IND
 昨日、いとこと遊んだ。（発話時より前の動作）
 saa=ja sakki nu-ra-N.
 お茶=TOP さっき 飲む-PST-IND
 お茶はさっき飲んだ。（発話時より前の動作〈近い過去〉）
②主体変化動詞
 wattaa deNki=φ attagwaani kee-ta-N.
 私たちの（=自分の家の） 電気=NOM 急に 消える-PST-IND
 家の電気が急に消えた。（発話時より前の出来事）
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 uma=Nzi basu=φ uri-ta-N.
 ここ=LOC バス=ACC 降りる-PST-IND
 ここでバスを降りた。（発話時より前の動作）
 nama-gwaa=ru iibi=φ ki-ta-N.
 今-DIM=FOC 指=ACC 切る-PST-IND
 今さっき指を切った。（発話時より前の動作〈近い過去〉）
 warabi-sui-nee juu tombo=φ tui-ga N-zja-N=roo=jaa.
 子ども-する-DAT.TOP よく トンボ=ACC 採る-PURP 行く-PST=SFP=SFP
 こどもの時はよくトンボを採りに行ったよね。（発話時より前の動作〈思い出し〉）
 nobunaga=ja hoNnoozi=uti=ru si-za-N=ro.
 信長=TOP 本能寺=LOC=FOC 死ぬ-PST-IND=SFP
 信長は本能寺で死んだよ。（発話時より前の出来事）
③主体動作客体変化動詞
 N waa=ga=ru ki-ta-N=ro.
 うん 私=NOM=FOC 切る-PST-IND=SFP
 （あなたが切ったのかと聞かれて）うん、私が切ったよ。（発話時より前の動作）
 kinuu ammaa=ja pujumunoo taNsu=Nka iri-ta-N.
 昨日 お母さん=TOP 冬物.TOP タンス=LOC 入れる-PST-IND
 昨日、お母さんは冬物をタンスに入れた（＝しまった）。（発話時より前の動作）
④状態動詞
 mukasjee uma=Nka gazimaru=nu ki =φ aa-ta-N=ro.
 昔.TOP ここ=LOC ガジュマル=GEN 木=NOM ある-PST-IND=SFP
 昔はここにガジュマルの木があったよ。（発話時より前の状態）
 namasaki=mari rusi=ga uu-ta-N.
 今さっき=LMT 友達=NOM いる-PST-IND
 今さっきまで、友達がいた。（発話時より前の状態）
第２過去
①主体動作動詞
 nama-gwa siizja=ga num-u-ta-N.
 今-DIM 兄=NOM 飲む-NPST-PST-IND
 さっき、お兄ちゃんが飲みよった＊7。（発話時より前の動作〈目撃〉）
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 kinuu junaka ami=φ pu-i-ta-N=ro.
 昨日 夜中 雨=NOM 降る-NPST-PST-IND=SFP
 昨日、夜中、雨が降りよったよ。（発話時より前の出来事〈目撃〉）
 huri=si kak-u-ta-N=ro.
 筆＝INST 書く-NPST-PST-IND=SFP
 （昔は）筆で書きよったよ。（発話時より前の動作〈思い出し〉）
②主体変化動詞
 kinuu=N umi=si ik-u-ta-N.
 昨日=ADD 海=ALL 行く-NPST-PST-IND
 昨日も海へ行きよった。（発話時より前の動作〈目撃〉）
 mukasje deNki=φ ju kee-i-ta-N.
 昔.TOP 電気=NOM よく 消える-NPST-PST-IND
 昔は電気がよく消えよったよ。（発話時より前の動作〈思い出し〉）
 kkeenaa naa ihwigwa-si uti-i-ta-haa naa.
 あれ もう 少し-で 落ちる-NPST-PST-SFP DSC
 あれ、もう少しで落ちるところだったよ。（発話時より前の出来事〈非現実〉）
③主体動作客体変化動詞
 taroo=ga junaka maro=nu pasiru=φ aki-i-ta-N=ro.
 太郎=NOM 夜中 窓=GEN 戸=ACC 開ける-NPST-PST-IND=SFP
 太郎が夜中、窓を開けよったよ。（発話時より前の動作〈目撃〉）
 mukasje ammaa=ja meenasi ʔju=φ ki-i-ta-N.
 昔.TOP お母さん=TOP 毎日 魚=ACC 切る-NPST-PST-IND
 昔はお母さんは毎日魚を切りよった。（発話時より前の動作〈思い出し〉）
４．２　継続相
　継続相非過去形および継続相過去形の構造については以下のとおりである。強変化動詞
では音便語幹に、混合変化動詞では音便語幹にそれぞれ継続相を作る派生接辞（-Xu/-tu）
＊7　 第１過去形との差を明示的にするために、第２過去形の訳は、いわゆるウチナーヤマトグチの形式「～
シヨッタ」で表している。このウチナーヤマトグチにおける「～シヨッタ」はアスペクト的な意味
の対立というよりは、話し手が目撃するなどして直接知覚したという認識的な側面を表現するもの
である。したがって、西日本方言に見られる「スル／シタ（完成）」「ヨル／シヨッタ（進行）」「トル
／シトッタ（結果）」でアスペクト的な対立が前面に出される機能とは異なる。
Hosei University Repository
− 134 −
が続く。また、継続相過去形では、継続相非過去形の派生接辞のあとに過去接辞-taが続く
という構造である。
表12　継続相非過去、継続相過去の形態と構造
継続相非過去 継続相過去
強変化動詞 音便語幹（中止形）-Xu-N
語幹-PROG-IND
連用語幹（基本語幹）-iNzja-N
語幹-PROG-IND
音便語幹（中止形）-Xu-ta-N
語幹-PROG-PST-IND
混合変化動詞 音便語幹（中止形）-tu-N
語幹-PROG-IND
連用語幹（基本語幹）-iNzja-N
語幹-PROG-IND
音便語幹（中止形）-tu-ta-N
語幹-PROG-PST-IND
４．２．１　継続相非過去
　継続相非過去形の機能として以下のような機能を持つ。①主体動作動詞において、動作
や出来事の継続、②主体変化動詞において、結果継続、③主体動作客体変化動詞において、
結果継続、動作継続の最中、④状態動詞において、性質や一時的状態を表す機能を持つ。
そのほか、パーフェクト、反復・習慣、経験の表示としても用いられる。
①主体動作動詞
 suu=nu juru=N tunai=nu warabi=ga na-su-N.
 今日=GEN 夜=ADD となり=GEN 子ども=NOM 泣く-PROG-IND
 今夜もとなりの（家の）子どもが泣いている。（動作継続）
 ottoo=ja saki=ru nu-ru-N=tee.
 お父さん=TOP 酒=FOC 飲む-PROG-IND=SFP
 お父さんは酒を飲んでいるね（顔が赤いのを見て）。（パーフェクト〈痕跡〉）
 taroo=ja mata na-su-N=tee.
 太郎=TOP また 泣く-PROG-IND=SFP
 太郎はまた泣いているね。（パーフェクト〈痕跡〉）
 ［note: 頬に涙の跡があったり目を腫らしたりしているのを見て。］
 meenasi ami=φ pu-tu-N=ja.
 毎日 雨=NOM 降る-PROG-IND=SFP
 毎日雨が降っている。（出来事の反復）
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 arere ami=φ pu-iNzja-N.
 あれれ 雨=NOM 降る-PROG-IND
 あれあれ雨が降っている（実際に雨が降っているのを見て）。（出来事の継続〈知覚〉）
 suu=ja tookjoo=ja ami=φ pu-iNzja-N.
 今日=TOP 東京=TOP 雨=NOM 降る-PROG -IND
 今日は東京は雨が降っている（天気予報を見て）。（出来事の継続〈知覚〉）
　［ note: 実際に雨が降っているのを見ているわけではないが、情報を知覚しているとい
うことにおいて、-iNzja-Nが用いられていると解釈できよう。］
 ottoo=ja saki=ru num-iNzja-N.
 お父さん=TOP 酒＝FOC 飲む-PROG-IND
 お父さんは酒を飲んでいる（目の前で飲んでいるのを見て）。（動作継続〈知覚〉）
 taroo=ga nak-iNzja-N.
 tarou=NOM 泣く-PROG-IND
 太郎が泣いている（泣いているの見て）。（動作継続〈知覚〉）
 taroo=ga=ru nak-iNzja-N=tee.
 太郎=NOM=FOC 泣く-PROG-IND=SFP
 太郎が泣いているね（泣き声を聞いて）。（動作継続〈知覚〉）
　主体動作動詞において、継続相非過去形には-Xu-N（nuruN）と-iNzja-N（numinzjaN）
の両形が見られるが、意味的、使用的差異に痕跡による証拠性が関わることがある。
-Xu-N形はのように動作継続を表すが、特に痕跡による証拠性を表現するパーフェクト
に関わる場合にも用いられる。一方、-iNzja-N形は痕跡による証拠性を表示するよりも、
実際に見たり聞いたりしてその動作行為の継続を認知している場合に用いられる。
②主体変化動詞
 pii=ja buru kee-tu-N=ro.
 火=TOP 全部 消える-PROG-IND=SFP
 火は全部消えているよ。（結果継続）
 unu hoNdana=Nka nara-ru-ru hoN=ja musikasaN.
 ここ 本棚=LOC 並ぶ-PROG-ADN 本-=TOP 難しい
 ここに並んでいる本は難しい。（結果継続）
 unu misje=sje meenasi ki-su-N.
 その 店=ALL.TOP 毎日 来る-PROG-IND
 その店には毎日来ている。（反復・習慣）
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 unu masija=si=ja saNkai=guree kisu-N=ro.
 この 店=ALL=TOP 三回=RST.TOP 来る.PROG-IND=SFP
 この店に三回くらいは来ているよ。（経験）
③主体動作客体変化動詞
 kinuu ammaa=ja iibi=φ ki-tu-N=ro.
 昨日 お母さん=TOP 指=ACC 切る-PROG-IND=SFP
 昨日、お母さんは、指を切っているよ。（パーフェクト）
 suu=ja wanu miigiN=φ ki-su-N.＊8
 今日=TOP 私.TOP 新しい服=ACC 着る-PROG-IND
 今日は、私は新しい服を着ている。（結果継続）
 meenasi suika=φ ki-tu-N=ro.
 毎日 すいか＝ACC 切る-PROG-IND=SFP
 毎日、すいかを切っているよ。（反復・習慣）
 anu masija=ja Nkasi=kara tabako=φ u-tu-N.
 あの お店=TOP 昔=ALL たばこ=ACC 売る-PROG-IND
 あのお店は、昔からたばこを売っている。（反復・習慣）
 ammaa=ja nama suika=φ ki-Nzja-N.
 お母さん=TOP 今 すいか=ACC 切る-PROG-IND
 お母さんは今、スイカを切っている。（動作継続の最中）
 nama kiN=φ ki-Nzja-N.
 今 服＝ACC 着る-PROG-IND
 今服を着ている。（動作継続の最中）
 hanako=ja nama jasee ui-Nzja-N.
 花子=TOP 今 野菜.ACC 売る-PROG-IND
 花子は今、野菜を売っている。（動作継続の最中）
　主体動作客体変化動詞においても、たとえば、「切っている」にはkituN（-Xu-N形）と
kiNzjaN（-iNzja-N形）の両形が見られる。kituNでは、指を切ることが過去において生じ、
それが現在においても持続状態であるパーフェクトを表している。一方、今、切っている
最中であることはkiNzjaNで表される。さらに、-iNzjaNは動作継続の最中という意味が濃
＊8　 、で挙げている動詞「着る」は、「着ている」で動作継続と結果継続の両方を表せるアスペクト
的に特殊な動詞として扱うべきであろうが、、ともに結果継続の例として挙げている。なお、
kisuN/kisutaNで動作継続を意味することもできる。
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く反映されるので、反復・習慣を表す場合には-Xu-N形が用いられると考えられる。
　主体動作動詞とあわせて考えると、-Xu-N形と-iNzja-N形は「動作動詞」において用い
られるものと考えられる。主体動作動詞では知覚しているか否か、主体動作客体変化動詞
では結果継続か動作継続の最中かという違いによって使い分けられている＊9。
④状態動詞
 unu misusiru=nu azi=ja Nkasi=tu siga-tu-N.
 この 味噌汁=GEN 味=TOP 昔=COM 違う-PROG=SFP
 この味噌の味は昔と違っているよ。（性質）
 waN=ja isiku=tu ni-su-N.
 私=TOP いとこ=COM 似る-PROG-IND
 私はいとこと似ている。（性質）
 saihu=φ utu-ci deezi-na-tu-N na.
 財布=ACC 落とす-SEQ 大変-なる-PROG-IND DSC
 財布を落として困っている。（一時的状態）
４．２．２　継続相過去
　継続相過去形の機能として以下のような機能を持つ。①主体動作動詞において、過去に
おける動作継続、②主体変化動詞において、過去における結果継続、③主体動作客体変化
動詞において、過去における動作継続、過去における結果継続、④状態動詞において、過
去における性質や一時的状態を表すの機能を持つ。そのほか、過去における反復・習慣、
経験の表示としても用いられる。 なお、 継続相非過去では、-iNzja-N 形は表れない。
-iNzja-N形は、現在時制との結びつきが強固であり、-iNzja-N形は過去形を持たない。こ
のように、文法的に意味が制限されているということから-Xu-N形と同じく継続相を構成
する主要な形式ではなく、局面を表わす周辺的な形式だと考えられる。
①主体動作動詞
 kinuu ami pu-tu-ta-N.
 昨日 雨 降る-PROG -PST-IND
 昨日、雨が降っていた。（過去における動作継続）
＊9　 なお、連体形や連用形、条件形などにおいて-Xu-N形式と-iNzja-N形式の両形式に使用の差がある
かどうかは未確認である。その他、継続相の形式にはakkuNを融合させたnurakuNの形式も見られ、
継続相を表すほかに、meenasi nurakuN（毎日飲んでいる）のように、習慣・反復の意味機能とし
て用いられる。akkuN形式とも合わせてその機能差を整理する必要がある。
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 waN=ja nama ʔju-gwaa N-cu-ta-N.
 私=TOP 今 金魚-NOM 見る-PROG-PST-IND
 私は今、金魚を見ていた。（過去における動作継続）
 mmunijanaabi=Nka ni-si mmu=φ ka-tu-ta-N=ro.
 芋煮る鍋=LOC 煮る-SEQ 芋=ACC 食べる-PROG-PST-IND=SFP
 芋煮る鍋に（で）煮て、芋を食べていたよ。（過去における習慣）
②主体変化動詞
 pii=ja kee-tu-ta-N=ro.
 火=TOP 消える-PROG-PST-IND=SFP
 火は消えていたよ。（過去における結果継続）
 anu kiNgjo=ja si-zu-ta-N.
 あの 金魚=TOP 死ぬ-PROG-PST=SFP
 あの金魚は死んでいた。（過去における結果継続）
 Nkasi meenasi uma=si i-su-ta-N=ro.
 昔 毎日 ここ=ALL 座る-PROG-PST-IND=SFP
 昔、毎日ここに座っていたよ。（過去における習慣）
 Nkasjee unu misje=sje meenasi kisu-ta-N=ro.
 昔.TOP この 店=ALL.TOP 毎日 来る.PROG-PST-IND=SFP
 昔はこの店によく来ていたよ。（過去における反復）
③主体動作客体変化動詞
 kinuu=ja ʔjaame nuu ki-tu-ta-ga.
 昨日=TOP あなた.TOP 何を 切る-PROG-PST-DUB
 昨日は、あなたは何を切っていたのか。（過去における動作継続）
 kinuu=ja ʔjaame nuu ki-su-ta-ga.
 昨日=TOP あなた.TOP 何を 着る-PROG-PST-DUB
 昨日は、あなたは何を着ていたか。（過去における結果継続）
(100) Nkasje aNmaa=ja meenasi suika=φ ki-tu-ta-N.
 昔.TOP お母さん=TOP 毎日 すいか=ACC 切る-PROG-PST-IND
 昔は、お母さんは毎日、すいかを切っていたよ。（過去における反復）
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④状態動詞
(101) Nkasi=nu misusiru=nu azi=ja dateeN siga-tu-ta-N.
 昔=GEN みそ汁=GEN 味=TOP たいそう 違う-PROG-PST-IND
 昔のみそは今のみそとたいそう違っていたよ。（過去における性質）
５．今後の課題
　本稿では、動詞の形態について、活用のタイプ、直説法非過去形・過去形・意志・勧誘・
命令、推量形、連体形、連用形、条件形、譲歩形、目的形に分け、整理した。連用形、条
件形、譲歩形には複数の形態が認められ、用法により選択される形態が異なることをわず
かではあるが示すことができた。今後は、形態と用法についてより詳細な記述をおこなっ
ていきたい。
　また、アスペクトについては以下の課題が挙げられる。本稿では完成相、継続相につい
て動詞の性質と関わらせながら記述したが、結果相を含めてそのアスペクト体系の整理が
必要である。さらに、動詞の性質をより詳細に区分した整理、検討も課題である。特に、
主体動作動詞と主体動作客体変化動詞は継続相において-Xu-N形と-iNzja-N形の両形が用
いられ、その差異は概括的には捉えられたが、より詳細な機能差を分析する必要がある。
また、「思う」「怒る」などの心理動詞については取り上げられなかったが、これらの動詞
を含めて再整理する必要がある。
グロス一覧
ABL ablative FOC focus PROH prohibition
ACC accusative GEN genitive PST past
ADD additive IMP imperative PURP purposive
ADN adnominal INST instrumental QUOT quotative
ADVRS adversative INT intentional REC recitation
ALL allative LMT limitative RST restrictive
APPR approximative LOC locative SEQ sequential
COM comitative NEG negative SFP Sentence Final particle
COND conditional NOM nominative SIM simultaneous
CSL causal NPST non-past SUPP suppositional
DAT dative PASS passive TOP topic
DSC discourse marker PL plural
DUB dubitative PROG progressive
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